
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１日（水）先手あいさつ運動   

２日（木）読み聞かせ  

６日（月）職員会議 

７日（火）教育委員訪問 

９日（木）読み聞かせ クラブ 

１０日（金）めむろまるごと給食 

１３日（月）清掃強化週間～１７日 

１５日（水）開町記念日 授業参観 

１６日（木）朝会             

２０日（月）十勝管内 PTA研究大会 

２３日（木）読み聞かせ 児童会集会 

２４日（金）１学期終業式    

※始業式は８月２４日（月） 

 

３１日（土）上美生小中合同運動会 

学校教育目標 

○よく学びよく考える子ども（知）⇒自主・創造   ○なかよくし助け合う子ども（徳）⇒友愛・協力 

○進んで取り組みやりぬく子ども（体）⇒主体・根気 ○いつも明るく元気な子ども（情）⇒明朗・快活 

に いまだに朝晩などは寒暖の差が感じられますが、今月中旬頃から一気に季節が

進み、例年にない早さでグラウンドの雪がなくなりました。このまま桜の開花を迎

え、着実に春の深まりを感じる季節です。令和６年４月９日（火）、本校では３名の

新１年生と１名の山村留学生を迎え入れ、２７名の児童、１０名の教職員で令和６

年度の教育活動がスタートしました。それぞれのお子様のご入学・ご進級、誠にお

めでとうございます。心よりお祝い申し上げます。 

 今年度新たに２名の教職員を迎えた着任式、そして２～６年生の始業式は、新た

な希望や決意、新しい生活が始まる緊張感など、新年度を迎えて新鮮な気持ちを胸

にした児童の表情から、大いなる意欲が感じられました。また、入学式での新１年

生は、背筋を伸ばして一生懸命話を聞こうとするなど、それぞれ立派な態度で参加

しようとがんばっていました。一人ひとりの胸の内には、「小学校で（今年度）は、

こんなことをしてみたい」などの思いがいっぱいに膨らんでいたことと思います。

ご家庭でも、お子様の気持ちを十分に受け止めていただくとともに、自信をもたせ

る声かけをしていただき、温かい支援のご協力をお願いいたします。 

 始業してからこれまでの間、各学年において、丁寧に時間をかけながらそれぞれ

の学年や学級に見合った「システムづくり」「ルールづくり」「目標づくり」などが

おこなわれてきています。今後さらに学校生活が進む中で、課題を解決したり、よ

りよくするためにどうしたらよいかを自ら考えたり、協力したりしながら成長・前

進していきます。 

 今年度、スタートから感染症等の心配をそれほどしないですんでいるのは、ひと

えにご家庭の皆様のご協力に他なりません。コロナ渦だからこそ合理化して成果を

挙げたことを生かしつつ、徐々に従来の形に戻したり、新しく創造したりする「上

美生の新たなスタンダード」を創り上げる大事な一年になると見込んでいます。そ

の一端を先日の参観日の折に見ていただきました。いろいろとお忙しい中でのご来

校、本当にありがとうございました。今後も様々な場面で子どもたちの様子を見て
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６月４日（木）に、農園びらきを

しました。 

武藤さん、廣江さん、瘧師さんに

は、今年の“畑の先生”を引き受け

ていただきました。ありがとうご

ざいます。 

子ども達は、じゃがいも、にんじ

ん、さつまいもなどを畑の先生に

指導をしていただきながら、当日

植えることができました。収穫祭

が楽しみです。 

収穫際でおいしいカレーライス

を作るために心を込めてお世話を

していきたいと思います。 

 

  

農園活動開始 

芽室町立上美生小学校 
校 長  三寺 康裕 

  

 

 

 ６月１２日（金）に、遠足があ

りました。今年の目的地はエコロ

ジーパーク。天候にも恵まれとて

も楽しいひとときを過ごすこと

ができました。 

お弁当は縦割り班で分かれて

仲良くおいしそうに食べていま

した。ふわふわドームなどで全力

で遊び体をいっぱい動かしまし

た。 

保体委員会の子たちは全校遊

びを企画してくれてみんなを楽

しませることができました。 

とてもよい思い出が残る遠足

でした。 

楽しかった遠足 

 紫陽花の花が美しく咲き誇り、きらきらとした夏の光が感じられる季節となりました。保護者の皆様、地
域の皆様には、日頃より本校の教育活動に温かいご理解とご協力をいただき、心より感謝申し上げます。 

 さて、この間、子どもたちは大きな行事を乗り越え、目覚ましい成長を見せてくれました。 

 先月行われた運動会では、一人一人が全力を尽くして走り、表現し、係の仕事に責任をもつ姿がみられま

した。勝敗に関わらず、仲間と声を掛け合い、互いの健闘を称え合う姿に、胸が熱くなった方も多かったの

ではないでしょうか。 

 また、５・６年生の修学旅行では、「自分で考え、仲間と協力して行動する」という目あてが見事に達成さ

れました。見学先での礼儀正しい挨拶や、時間を守る行動力は大変立派であり、高学年としての頼もしさを

強く実感いたしました。 

 本校では、今年度、子どもたちの心にある「もっと」という向上心を、確かな「実力」へとつなげる教育

に力を入れています。行事を終えた今、子どもたちの胸には「もっと思うとおりに運動できるようになりた

い」「もっと仲間と協力したい」という熱いエネルギーが満ちています。 

 学校では、行事という特別な舞台が終わったこれからの時期、つまり１学期の残り１ヶ月こそが、その

「もっと」という気持ちを日々の実力へと変える「最も成長する黄金の時期」であると考えています。行事

での学びを、これからの「日常」の学校生活にどう生かしていくか。ここに本当の力が問われます。例え

ば、運動会で培った「諦めずに挑戦する心」を毎日の授業や課題といった学習の場へとつなげ、「もっと深く

学びたい」という実力に変えていきます。修学旅行で発揮された「周りを思いやる心」や「きまりを守る態

度」を普段の生活へと還元し、「もっと居心地のよいクラスにしたい」という行動へとつなげます。大きなイ

ベントがない落ち着いた日々だからこそ、じっくりと教科書に向き合い、基本の生活習慣を見つめ直すこと

ができます。単なる「気持ち」で終わらせず、毎日の粘り強い取組を通して、本物の力として定着させてい

きたいと考えています。 

 学校では１学期のまとめとして、以下の「３つのもっと」を意識して指導していきます。 

 ①「もっとを深く」：これまでの学習を振り返り、基礎・基本の実力を確実にします。 

 ②「もっと優しく」：友達の言葉をじっくり聴き、自分の考えを伝える力を育てます。 

 ③「もっと正しく」：挨拶や時間の決まりを意識し、落ち着いた環境を作ります。 

 ご家庭におかれましても、この時期の子どもたちの「もっと」にぜひ寄り添い、励ましてあげてくださ

い。「最近授業はどう？」「係の仕事、頑張っているね」といった日々の小さな努力を認め、褒めることが、

子どもたちの次への大きな原動力となります。 

 １学期の終業式を迎えるとき、子どもたち一人一人が「これを頑張った、実力がついた」と胸を張って言

えるよう、教職員一同、全力で伴走してまいります。今後とも変わらぬ支援とご協力をよろしくお願い申し

上げます。 

 

 

 
行事の感動を、これからの「実力」へ～「もっと」の気持ちが輝く１ヶ月～ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                  

                                                                    

 

                                           

                                      

 

                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ６月２４日（水）～６月２５日（木）に実施しま

した。これまで、子ども達は修学旅行に向けて自主

研修の計画を協力して立てたり、しおりを協力して

作ったりするなどがんばりました。学校では体験で

きないことや、同級生と宿泊して友達の意外な一面

を知ることができるなどよい経験をすることがで

きる旅行だったと思います。当日は、朝早くから見

送りなどありがとうございました。 


